
          様 住所：東京都江東区有明 世界座標：北緯35.6331131度 東経139.792375度

<総合ジオリスク評価>

(●は、下段の総合ジオリスク
評価基準による。

) ①強い揺れでの被害(木造の場合）

②液状化の起きやすさ

③地すべり・斜面
崩壊・土石流の
起きやすさ

④浸水(内外水氾濫・高潮）

⑤津波の被害

⑥地盤沈下の可能性

⑦のり面・擁壁・
盛土崩壊の可能性

⑧活火山・原発リスク
の可能性

小

中

大

＜総合ジオリスク評価基準＞
上に示したジオリスク判定結果は、下記の基準に基づいています。

①強い揺れでの被害(木造家屋の場合) ：大＝全壊被害率60%以上　中＝全壊被害率20～60%　小＝全壊被害

率20%以下

*この判定結果は、右の”ジオリスク評価①強い揺れでの被害”の全壊被害率計算結果に基づきます。

②液状化の起きやすさ：大＝詳しい地形区分で、軟弱地盤に分類される地形　中＝扇状地などの沖積

層を主とする地盤　小＝台地など比較的安定した地盤 *近傍に履歴点がある場合、大となることあり。

③地すべり・斜面崩壊・土石流：大＝最大傾斜が30°以上の斜面の近接地　中＝最大傾斜20～30°の

斜面の近接地　小＝最大傾斜20°以下の平坦地 *近傍に土砂災害危険箇所がある場合、大のことあり。

④浸水(内外水氾濫・高潮)：大＝急流の開口部および近接地、海岸近接低地　中＝集水地形が明確　

な地域　小＝台地や丘陵斜面など高台平坦地　

⑤津波の被害：大＝海岸部で標高1ｍ以下の地域　中＝海岸部で標高1～5ｍの地域　小＝海岸部で標高

が高い地域や内陸部

⑥地盤沈下の可能性：大＝微地形区分で軟弱地盤と判定される地域　中＝その他の沖積層地域　小＝

台地など安定した地盤

⑦法面・擁壁・盛土崩壊の可能性：大＝谷・斜面盛土などの造成地　中＝盛土による造成地の可能性

がある地域　小＝砂礫や台地など安定した地域

⑧活火山リスク(火山活動度[A]の火山からの半径距離)：大＝5km未満、中＝5～20km、小＝20km以上

　原発リスク(最近傍原発からの半径距離)：大＝20km未満、中＝20～50km、小＝50km以上

この評価基準におけるリスクの「大中小」は、当社がジオリスクを評価するために便宜的に設定した

ものです。

＜情報引用先＞ ＊は参考文献
国土地理院：電子国土地図、数値地図1/25000、数値地図50ｍメッシュデータを使用し、三次元モデル

作成ソフトで立体図、等高線図、ベクトル図を作図しています。

産業技術総合研究所：RIO-DB活断層データベース 

防災科学技術研究所: J-SHIS地震ハザードステーション、全国表層地盤データ

若松加寿江(関東学院大学教授） 著: 日本の地盤液状化履歴図　

＊若松加寿江・久保純子（早稲田大学教授）、他 著: 日本の地形・地盤デジタルマップ

＊中田高（広島工業大学教授）、今泉俊文（東京大学大学院教授） 編著: 活断層詳細デジタルマップ 

気象庁: 日本の活火山分布 

(断層の分布)　赤丸がお住まいです。

①都市名は、都道府県庁所在地を表示しています。②活断層が分岐す

る場合でも1個と数える場合があります。③20km円の大きさは目安です。

地球が球体であるため、円が少し変形表示される場合があります。

(全国地震動予測地図) 青丸がお住まいです。

各色で示した震度の地震の発生が50年間に2%の確率で予測されています。

(液状化地点分布図) 青い円があなたのお住まいから2km圏です。 赤丸

が過去の液状化の場所です。図中で液状化地点は近接の場合重なること

があります。

<あなたのお住まいのジオリスク検索結果>
*さまざまな公開ジオ情報データベースからの情報です。

1.一般条件(地質・地盤の特徴）
◇当該地の地盤は、第四紀完新世(1万年前～現在)の湖沼・海域上の埋立地
に該当します。
◇当該地は盛土地盤である可能性が高いと思われます。
◇近傍にジオリスク要因となる集水地形はありません。

2.ジオリスク評価(以下の番号は総合ジオリスク評価に対応)
①強い揺れでの被害
◇当該地から20km以内に活断層が2個検索されました。
◇震度6強以上の地震が発生する確率は339年に1回(30年以内に発生する
確率は8.8%)、震度6弱以上の地震が発生する確率は49年に1回(30年以内に
発生する確率は61.4%)です。
◇当該地で50年以内に2%の確率で発生すると想定される地震の震度は6.3
となります。この地震の際、地表の最大速度(速度が速いほど、建物の揺
れが大きくなる)は128.35(cm/sec)となり想定される被害は以下のとおり
となります。
・木造建築の場合、全壊被害率約50～75%、半壊被害率約75%以上
・RC造建築の場合、全壊被害率約10～25%、半壊被害率約25～50%
・S造建築の場合、全壊被害率約10～25%、半壊被害率約25～50%
と想定されます。(RC造＝鉄筋コンクリート、S造＝鉄骨)

*本被害予想は、左記<情報引用先>防災科学技術研究所の震度予測データと村尾
・山崎「震災復興都市づくり特別委員会調査データに構造・建築年を付加した 兵
庫県南部地震の建物被害関数」(2002論文)の計算式による予測値（全年代）です。
被害予測値は建築年代によって大きく変わり、震度6.2を想定した場合、木造建
物の全壊被害率を、S34以前で42.7%、S35～S55は26.6%、S56以降は4.4%と示して
いる例もあります。「地震防災マップ作成技術資料」(H17、内閣府防災担当）

②液状化(地表付近の砂質土などが地震により流動化する現象)の起きやすさ
◇当該地は詳しい地形区分では、湖沼・海域上の埋立地に位置し液状化
の可能性は総合的に大きいと判断されます。
◇当該地周辺での液状化履歴は半径2km以内に3箇所あります。
③地すべり・斜面崩壊・土石流の起きやすさ
◇当該地周辺の標高は最大約3m、最小約1mであり、最大斜度は0.05度です
ので、地すべりや斜面崩壊の危険はありません。
◇当該地は土石流・泥流などの危険性はありません。

④浸水（内外水氾濫・高潮)の被害
◇当該地は湖沼・海域上の埋立地で、海岸部では高潮に襲われる可能性
があります。しかし、浸水しても排水は良好です。

⑤津波の被害
◇当該地は海岸部に位置し、地震の際、津波被害が発生する可能性があ
ります。
⑥地盤沈下の可能性
◇当該地は詳しい地形区分では湖沼・海域上の埋立地で、地盤沈下の可
能性があります。

⑦のり面・擁壁・盛土崩壊の可能性
◇当該地が盛土による造成地の場合、地震・豪雨の際にはのり面やブロ
ック塀の崩壊に注意が必要です。

⑧活火山・原発リスクの可能性
◇当該地は、半径20km未満に火山活動度[A]の活火山はなく、活火山リスク
は小さいと考えられます。
◇当該地は、半径50km未満に原発はなく原発リスクは小さいと考えられ
ます。

備考：
◇



普段、目にすることが少ない「お住まいの地質・地盤情報（ジオ情報）」を公開されている
さまざまな情報により整理し、解りやすいレポートの形式でお届けします。

わが国は、その位置、地形、地質、気象などの自然条件から地震、台風、豪雨などの自然災害が発
生しやすい国土で、不安を感じておられる皆様も多いと存じます。その一方で、私たちは自分の居
住地の地質や地盤の情報についてはあまり馴染みがありません。そこで、東海、東南海、南海地震
の同時発生によるメガクエーク(巨大地震）の災害発生も予測される今、さまざまな自然災害への
備えについて考えたり、火災保険、地震保険にご加入を検討される際などにご参考となるよう基礎
的な地質・地盤情報をご提供させていただくことといたしました。
このほかにも内閣府発行の「減災のてびき」や皆さまが居住される市区町村が提供している「災

害ハザードマップ」など多数の情報が自然災害に備えるためのご参考になります。あわせて閲覧さ
れることをお勧めいたします。

株式会社 ジオネット・オンライン

あなたの住環境の地震、地盤災害の可能性は、地震
時の強い揺れ(強震)被害液状化被害津波地盤沈下の
懸念が高く浸水(内外水氾濫・高潮など水害）の懸
念がややあります。常に地震情報や降雨、海岸部や
標高の低い土地では高潮・津波にも十分な注意を払
うことが必要です。活火山・原発リスクの懸念は小
さいですが、噴火および事故の規模により被害範囲
が広がることもありますので注意が必要です。

ジオリスクを減少させるヒントとなる情報は、内閣府など官庁等の機関や各自治体の
のホームページに多くの情報が掲載されています。これらの情報などを参考に防災減
災情報を入手、ご活用ください。

１．あなたのお住まいの地震倒壊危険度は建築年がひとつの目安となります。
1981年以前に建てられた場合、耐震診断や耐震化のご検討が有効です。

２．自分やご家族の安全を守るための対策は、次の項目を参照してください。
・ お部屋の総点検を！家具類の固定や家具の向きの変更を徹底しましょう。
・ ひごろから準備しておきたいもの-非常用食材や飲料水、災害時持出品など
・ 外出先で身につけておきたいものを携行しましょう！
・ 緊急時の避難場所・連絡方法をご家族で確認し合いましょう。
・ 火もとの後始末方法や消火器の取り扱い方法を知っていますか？
・ 万一のときは自分の無事を伝えましょう。自分から発信することが大切です。

(立体図)
地盤の起伏を俯瞰することが

できます。図は起伏を強調し
表示しています。お住まいの
地域の地形が表現されていま
す。図の1辺は2kmです。

(等高線図)
同じ高度の点を結んだ線を使っ
て、起伏を表現しています。微
地形を表現するために通常の地
形図より細かい等高線を表示し
ています。図の1辺は2kmです。

(ベクトル図)
地盤の高低の方向を示していま
す。水の集まりやすい集水地形
が判別できます。図の1辺は
2kmです。

※各図左側、下側の数字は緯度、経度
立体図の縦の数字は標高です。

<情報利用に関してのご注意>
＊この住環境サステナブルレポートは、公開情報であるハザードマップや地形図の判読、公開リスク計算WEBサイト等の情報を統

合し、リスクに対応するための基礎情報として使用することを目的にご提供するものです。ここで示されるのは、リスクの存在の

可能性であり、当該地において直ちにこのような災害が発生することを意味するものではありませんのでご注意ください。

＊ここに示す情報が全ての情報でないことにご注意ください。また、当該地点の情報を全て正しく示していない可能性があること

をご了承ください。なお、お住まいの自治体が提供する、災害ハザードマップをご参照ください。                          Ver2.0

お問い合わせ先　(住環境サステナブルレポート）

株式会社 ジオネット・オンライン札幌出張所

担当：榎本　TEL:011-299-1016

メールアドレス:info-geo@geonetonline.com

レポート作成者：株式会社　ジオネット・オンライン

取扱代理店


